
臨床研究に関する情報公開 

当院では以下の臨床研究を実施しております。この研究は、患者さんの診療情報と研究用に

保管された検体を用いて行います。このような研究は、「人を対象とする生命科学・医学系

研究に関する倫理指針(令和 3 年文部科学省・厚生省・経済産業省告示第１号、令和４年３

月１０日一部改正)の規定により、研究内容の情報を公開することが必要とされております。

この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の連絡先へご照会ください。 

また、本研究に情報および検体を利用することをご了解いただけない場合には以下にご連

絡ください。 

 

研究課題名 造血細胞移植関連合併症と免疫制御遺伝子多型との関連の検

討。 

研究実施期間 2022 年 10 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 

研究の意義、目的 同種造血細胞移植後の感染症、GVHD、再発などの合併症は

患者の予後に多大な影響を及ぼす重要な問題です。これらの

合併症の発症には患者の免疫能が影響を及ぼし、免疫を調整

する種々の液性あるいは細胞性因子に関する制御遺伝子の働

きが重要です。本研究では移植後の合併症に及ぼす免疫制御

遺伝子の多型性の影響を検討することを目的としています。 

研究対象者 当院において 2001 年 3 月から 2022 年 9 月までに血縁者間同

種造血細胞移植を施行した患者さん。 

研究方法 保存血液検体から DNA を抽出し、PCR-RFLP 法を用いて遺

伝子多型を解析します。診療情報を参照し、解析を行います。 

研究に関する診療情報 年齢、性別、診断名、移植時期、HLA などの基本情報。ドナ

ー情報。移植前治療や GVHD 予防に関する情報。GVHD 発

症や再発の有無、時期、重症度、最終観察日、転帰などの情報

など。 

個人情報の保護について 利用する診療情報からは、患者さんのお名前やご住所など個

人が特定できる情報は削除して取り扱いますので、個人情報

が外部に漏洩することはありません。また、研究成果の発表

（学会発表、学術論文への投稿）の際にも個人が特定できる情

報は利用いたしません。 

問い合わせ窓口 札幌市白石区東札幌６条６丁目５番１号 

札幌北楡病院 内科 小笠原正浩、 

札幌北楡病院 血液内科 太田秀一 

電話番号：011-865-0111、FAX: 011-865-9719 


